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加速化過酸化水素（AHP）は EPA

（米国環境保護庁）が新興ウイ

ルス性病原菌に対して提唱する 

ガイダンスに基づいて、COVID-19（新型

コロナウイルス感染症）の原因となる

SARS-CoV-2（コロナウイルス）に対する

使用が承認されています。 

新興病原菌に対する規定 

米国の新興ウイルス性病原菌に対する

消毒剤の規定に関する説明 

新型コロナウイルス等の新興ウイルス性病

原菌が出現して、そのウイルスに対する消

毒剤の効果試験が実施されていない状況で

は、EPA（米国環境保護庁）は「新興ウイル

ス性病原菌に関するガイダンス」を用いて

それらに期待される消毒剤の効果を決定づ

けています。 

本ガイダンスに従って新興ウイルスに対す

る消毒効果を承認するには、まず EPA登録

済みのホスピタルグレード、または広域ス

ペクトラムな効果を示す消毒剤でなくては

なりません。尚且つ、2種類の微小なノン

エンベロープウイルスに効力を示せば、そ

の他の新興ノンエンベロープウイルス、及

び新興エンベロープウイルスにも消毒効果

が期待されます。 

新興ウイルス性病原菌に関する公衆衛生問

題が拡大している中、全ての加速化過酸化

水素（AHP）製品は 2種類以上の微小なノ

ンエンベロープウイルスを不活化するよう

に処方されており、EPAの「新興ウイルス

性病原菌に関するガイダンス」で定義され

る 3段階の効果基準を満たしています。 
 

従って、加速化過酸化水素（AHP）を日常

的に使用する消毒剤として選択することに

より、新興ウイルス性病原菌のアウトブレ

イクを防いでいると確信を持って説明でき

ます。 


